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自公過半数割れ 

少数石破政権スタート 

加増みつ子  

遠山ちえ子  

本田かずなり 

「しんぶん赤旗」スクープ

と日本共産党の追及により、

自民党「裏金事件」を大争点

に押し上げた総選挙は、与党

過半数割れ、自公政治ノーの

審判が下されました。 

11月11日から14日ま

で召集された特別国会で日

本共産党は、首相指名の決選

投票で、野田佳彦立憲代表に

投票しました。 

維新、国民、れいわがそれ

ぞれ自党党首に投票（無効）

し、結果として石破茂首相誕

生に協力した形です。 

日本共産党は、1１月２８

日召集の臨時国会も合わせ、

裏金問題の解明と企業・団体

献金禁止、選択的夫婦別姓、

現行の保険証存続、学費値上

げストップなど、野党の共

同、国政と地方政治を結び議

会内外で自民党政治の転換

に全力を尽くします。 
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「Ａ街区再開発」公聴会 
５人の公述 賛同者なし 

『Ａ街区再開発事業』

の総事業費は、当初の

143 億円から 177 億

円に、それに応じて図書

館等複合公共施設導入

（計画）と補助金を合わ

せた公共(取手市・国)の

負担は 100億円前後に

膨れ上がると予測され

ます 

交通広場開通後 3 ヶ

月。市民から様々な意見

が寄せられています。 

公述人から、△交通広

場の送迎用駐車場が狭す

ぎる。△ウエルネスプラ

ザの駐車場も狭く、図書

館の整備でもっと狭くな

る、△利用者に都市計画

のデメリットが示されて

いない。△「アトレやリボ

ンビルの空きフロアーは

そのままで」「図書館をつ

くって駅前に賑わいがで

きるの」「つくる側の意見

だけで進める計画に疑

問」など、公述人から再開

発への賛同意見はなく、

都市計画決定案の見直し

が迫られた公聴会となり

ました。 
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最後に、公聴会の議事

録公開についての公述人

の質問に、市は「録音デー

タを要約記録し、その後

録音データは消去する」

と答弁。要約記録だけの

公開でデータ消去では、

情報公開で市民の検証は

できません。 

録音データは大事な記

録文章、情報公開条例・文

書管理規則で保存が義務

付けられているもので

す。 

「赤旗」は自民党派閥の裏
金づくりを暴露し、選挙中に
裏金非公認議員に政党助成金
２千万円支給したことをスク
ープしました。 
 自民党の裏金議員や現職閣
僚、公明党党首らが落選する
など、この激動をつくり出す
うえで決定的役割を果たした
のが「しんぶん赤旗」と日本共
産党の論戦です。 

図書館ボランティアに支えられて 
駅前開発を考える会 遠藤俊夫 

造成工事中の取手駅西口Ａ街区、 
写真奥にウェルネスプラザ、右側に駅ビル(11 月 14 日撮影） 

取手駅西口A街区再開発ビル（計
画）に移設予定の取手図書館 

20
人
か
ら
８
人
に 
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 Ｒ１決算 Ｒ２決算 R３決算 Ｒ４決算 R５決算 Ｒ６予算 

歳 入 11,967,135 11,572,005 12,124,427 11,520,336 11,346,601 11,234,468 

歳 出 10,952,841 10,163,543 10,829,412 10,655,611 10,276,589 11,234,468 

基金積立 400,000 500,562 1,050,000 1,000,000 500,000 1,177,571 

歳入−歳出 1,014,293 1,408,462 1,295,014 864,725 1,070,011 ― 

基金残高 2,272,631 2,773,194 3,793,485 4,423,323 3,977,834 4,217,546 

世帯数 16,735 世帯 16,376 世帯 16,106 世帯 15,414 世帯 15,205 世帯 15,099 世帯 

「常陽建設ふじしろ図書館」と
命名されたふじしろ図書館 

私たち国民が、政治を変える！ 

戦争させない・9条こわすな！ 

総がかり取手行動 パート 65 
              実行委員会主催 

１２月７日（土）PM２～３時 

取手駅西口ペデストリアンデッキ              

総選挙で自公が後退し、政治が変わるような

気配です。しかし、本当に政治を変えるには、こ

れからも、国民の不断の努力が必要です。市民運

動をもっと広げましょう。 

ぜひ総がかり行動にご参加ください。 

政府は、12 月２日で、

健康保険証の新規発行を

停止し、マイナ保険証に一

本化するとしています。し

かし、マイナ保険証の利用

率は全国平均13.87%、取

手市国保は２１,４％、後期

高齢 15,４％（９月）です。

推進する立場の国家公務

員の利用率は、全国平均よ

り低いのが実態です。約７

割の医療機関でのトラブ

ル発生がその主な要因で

す。 

１１月１５日付広報と

りでは「医療機関の受診は

マイナ保険証で」と呼びか

けていますが、マイナカー 

ドはそもそも任

意、強制ではあり

ません。 

現行の保険証

は最大１年間利

用可能で、その 

後は「資格確認書」が発行

され、何ら問題はありませ

ん。 

先の総選挙で、マイナ保

険推進の自公政権が過半

数割れをしました。今後

「現行保険証を残せ」の国

民世論を受け国会で論戦

が行われます。 

日本共産党は、現行保険

証存続を求め全力を尽く

します。 

取手市は、所有施設の命

名権付与により、「施設の魅

力及びサービスの向上、新

たな自主財源の確保」とす

るネーミングライツ事業を

開始。ふじしろ図書館等６

施設のネーミングライツパ

ートナーが決まり、10 月

1 日から愛称の運用を開

始。施設名と命名権料は、

左記の通りです。 

国保基金４２億円（１世帯２８万円）有効活用 

もっと引き下げ 協会けんぽなみ国保税に 

フリーランス・非正規労働者や

自営業者、年金生活者などが加入

する国民健康保険税は、協会けん

ぽに比べ、約 2 倍程度になってい

ます。 

取手市国保会計の中には、７５

歳で後期高齢者に移行した人の国

保税分も含まれ、ため込まれた基

金は約 42 億円。基金も活用し国

保税のさらなる引き下げを求めま

す。併せて、高い保険料と窓口負担

２倍化など、後期高齢者の負担軽

減に、国保基金の一部活用など健

康を守る政策実現に努めます。 

9 月議会で、日本共産党加増み

つ子市議は、ネーミングライツは

「特定の営利目的に関し公民館の

名称を利用させその他営利事業を

援助すること」の禁止を定めた社

会教育法第 23 条を蹂躙する。「図

書館等、社会教育施設は対象施設

とすべきでない」。と見直しを求め

ていました。尚、条例上の施設の

名称は変わりません。 

 ふじしろ図書館が「常陽建設ふじしろ図書館」 

住民の命と健康を守る地域の中核病院
ＪＡとりで総合医療センター 

衆議院議員 塩川鉄也 来る‼ 
臨時国会開会中、塩川衆院議員も参加し
総選挙後の国会情勢を語ります。 

取手市国民健康保険会計（単位千円） 

国保税を引き下げた R4 年の 8 億 6 千万円を除き、毎年

10億円超の黒字会計が常態化する国保会計。 

（Ｒ６の基金残高は６年度末決算見込み額） 

施 設 名 命名権料/年

ふじしろ図書館

  常陽建設ふじしろ図書館

藤代スポーツセンター

  FUYOU(フヨウ)アリーナ藤代

新町横断歩道橋

  FUYOU(フヨウ)新町歩道橋

戸頭横断歩道橋

  FUYOU(フヨウ)戸頭歩道橋

藤代駅南口公衆トイレ

  ナカノ管材藤代駅南口公衆トイレ

取手グリーンスポーツセンター

  TAC(タック)取手グリーンスポーツセンター
150万円  

70万円  

70万円  

33万円  

33万円  

10万円  


